
②統計学（衛星データの利活用）

1 本プログラムに係る目的

　高校教員が国内外の研究者等と自由に協働で
きる連携協力体制を構築する取組の一環として、
千葉工業大学惑星探査研究センター前田恵介氏
による遠隔同時双方向型授業を実施することを
通して、生徒たちの数理的活動を充実させ、主体
的・対話的で深い学びを実現する。

2 本プログラムの活動報告

〇令和５年５月１７日（水）
第０回　特別講演会（オリエンテーション）
国立研究開発法人　宇宙航空研究開発機構（JAXA）
新事業促進部　事業開発グループ長　
上村　俊作　氏

〇令和５年７月５日（水）
第１回　特別講演会・講習会
さくらインターネット株式会社　
宙畑（そらばたけ）　菅谷　智洋　氏

〇令和５年夏季休業期間
生徒間でオンライン共同研究・共同編集

〇令和５年８月２４日（木）
第２回　特別講演会・講習会
株式会社　Fusic
技術本部先進技術部門先端技術チーム
エンジニア　石橋　龍　氏

　（糸島青年会議所の方々も話し合いに参加）
〇令和５年９月３０日（土）
　令和５年度ふくおかミナクルフェスタ２０２３
　（アイランドアイ　シティフォーラムホール）
　で研究成果発表

1. Googleクラスルーム、LINEオープンチャットによ
る情報共有
対象生徒：第２学年１３名

2. Googleクラスルームを用いて連絡事項を配信した。
また、LINEのオープンチャット機能を用いること
で、複数の教員の監督のもと、個人のアカウント
情報を守りながら、教員と生徒間におけるスマー
トフォンでの円滑な連絡を可能とした。

3. Google Meet・Zoomによるオンライン協議・研修
同時双方向型通信アプリケーションであるGoogle
MeetやZoomを用いて、オンラインでの協議や研
修を実施した。

4. 外部資源を活用した探究活動例
（ア）千葉工業大学　惑星探査研究センター

研究員・広報統括　前田　恵介　氏
（イ）一般社団法人J+

理事・宇宙ラボプロジェクトマネージャー
村瀬　優介　氏
コーディネーター兼コネクターとして、以下
の講師を紹介していただいた。
〇国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構
（JAXA）新事業促進部 事業開発グループ
長上村　俊作　氏
〇さくらインターネット株式会社　
宙畑（そらばたけ）　菅谷　智洋　氏
〇株式会社　Fusic
技術本部先進技術部門先端技術チーム
エンジニア　石橋　龍　氏

（ウ）公益社団法人　日本青年会議所
〇九州地区　福岡ブロック協議会　
シン・フクオカ発信委員会　
委員長　馬場　秀一　氏
〇九州地区　福岡ブロック協議会　
シン・フクオカ発信委員会　
副委員長　岡崎　竜也　氏
〇九州地区　福岡ブロック協議会　
新時代グループ担当
副会長　大石　祐介　氏

（エ）一般社団法人　福岡青年会議所
大城　大　氏

（オ）一般社団法人　糸島青年会議所
（カ）福岡県商工部　新産業振興課

4 令和５年度ふくおかミナクルフェスタ2023での発表

令和５年９月３０日（土）に福岡県のアイラン
ドアイシティフォーラムホールで令和５年度
ふくおかミナクルフェスタが開催された。
本校の総合的な探究の時間で衛星データの利活
用について研究している３チームが衛星データ
を利活用したビジネスプランを発表した。
A班「My mother ~Kitchen of the Future~」
B班「空気管理AI『RenTo』」
C班「生産量の管理～フードロス問題を衛星で
解決～」

3 糸高プラットフォームを活用した実践例

5

16



1. Googleクラスルーム、LINEオープンチャットによ
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論理コミュニケーション

〇令和５年８月２９日（火）
第１回「論理コミュニケーションとは」
・慶應義塾大学SFC研究所 研究員 井上孝志氏来校。
９組のみ対面による講義。他クラスには糸高チャ
ンネルで配信。

〇令和５年9月１２日（火）
第２回「文章の設計図を身につけるⅠ」
・９組が井上氏の遠隔講義を直接受け、その様子を
他クラスに糸高チャンネルで配信（以後検定以外
はこの形式）。

〇令和５年９月１３日（水）
第３回「文章の設計図を身につけるⅡ」
〇令和５年９月２０日（水）
第４回　第１回検定「食品ロス」
〇令和５年１０月１８日（水）
第５回「事例に経験・観察を書く」解説
〇令和５年１０月２５日（水）
第６回「事例に経験・観察を書く」演習Ⅰ
〇令和５年１１月１日（水）
第７回「事例に経験・観察を書く」演習Ⅱ
〇令和５年１１月７日（火）
第８回　検定返却及び解説（１回目）
・事前に教員への解説あり。
・本事業の公開授業の一環として実施
〇令和５年１１月１５日（水）
第９回　第２回検定「人口減少」

③論理コミュニケーション

1 本プログラムに係る目的

　現代社会で必要とされる論理的思考力・判断
力・表現力を育成する。

2 本プログラムの実施計画

3 授業検定結果分析

累計 累計 累計 累計
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第1回 第2回

人数 ％ 人数％
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・A層が増加（人数では16名→83名と飛躍的に増加し
たことがわかる。全体の4.2％→22.2％と５倍以上に
なった。）
・B、C、D各層からA層への移行が見られる。
・D層からの移行が基本的に見られない。

（出典）日本論理コミュニケーション技術振興センター



　２回の検定を通して、上位層の論理的に記述する力
は向上した。また、評価項目１～ 8までの事項につい
ては全体的に向上し、具体的に事象を考え、根拠を整
理していく力は身に付いた。しかし、推測や考えを事
例と混同する生徒が見受けられる。事例には経験・観
察を正確に書くことや、その際に「いつ・どこで・だ
れが・どうした」を含めて書くことを意識するよう指
導する必要がある。

【評価項目ごとの人数の推移】

第１回より上がった項目（％）

第１回より下がった項目（％）

評価項目１

評価項目2

評価項目3

評価項目4

評価項目5

評価項目6

評価項目7

評価項目8

評価項目9

評価項目10

評価項目11

評価項目12

評価項目13

評価項目14

意見

根拠

事例

構成

文章

構造

字数

事実

目的

95

79

44

3

0

42

41

25

69

2

0

17

0

75

97

88

59

20

0

49

58

32

68

13

0

24

4

59

第1回 第2回 項目
「意見・根拠・事例」の
各項目は、着実に習得率
が上がってきている。

「構成」の項目では、「グ
ループ化と意見記述」、
「グループ名をつける」の
習得率が上がっている。

「事例」を正確に書くこ
とが出来ていない。事例
に事実を書くのではな
く、非事実（推測や考え
など）が書かれている。

（人）
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　現代社会で必要とされる論理的思考力・判断
力・表現力を育成する。

1 本プログラムに係る目的

2 本プログラムの活動報告

〇令和５年４月１９日（水）
糸高志学第1回テーマ別研修を実施。
株式会社ウィル・シードとオンライン上でIGLの概
要を説明していただく。
〇令和５年４月２６日（水）・５月１７日（水）
糸島高校単独で、糸島には何が足りないのか、糸島
にあってほしいものを聞き取り調査。
〇令和５年７月５日（水）
第１回ワークショップとして株式会社ウィル・
シードとオンライン上で「リーダーとは何か、新た
な糸島を創り上げていく上でどのようなことを心
掛けていくのかを学ぶ。
〇令和５年７月１２日（水）
前回のワークショップを経て、個人で実現可能な限
りでの商品・サービスを考案。
生徒の希望を系統別に分け、班分けを行う。
〇令和５年７月１９日（水）
第２回ワークショップとして考案した商品・サー
ビスを株式会社ウィル・シードと共有。考案した商
品・サービスを「消費者からの視点」という立場で
意見をいただく。
〇令和５年８月３０日（水）
前回のワークショップを経て、各班の商品・サービ
スのブラッシュアップを行い、消費者に伝えるため
の商品スライドを作成。
〇令和５年９月１３日（水）
第３回ワークショップとして株式会社ウィル・
シードの社員３名の方に対して商品スライドを用
いて発表を行う。
〇令和５年９月２０日（水）
第３回ワークショップの意見を参考に商品・サー
ビスの改良を行う。
〇令和５年１０月４日（水）
第４回ワークショップとして株式会社ウィル・
シードとオンライン上で質疑応答を行う。

〇令和５年１０月１１日（水）
第４回ワークショップの意見を参考に商品・サー
ビスの改良を行う。
〇令和５年１０月２５日（水）
第５回ワークショップとして、株式会社ウィル・
シードからオンライン上にて商品プロモーション
のための商品ロゴ・ランディングページの作成に
関して説明を頂く。
〇令和５年１１月７日（火）
第６回ワークショップとして、株式会社ウィル・
シードから最終発表に関する説明と、現在作成して
いるスライドのアドバイスを頂く。
〇令和５年１１月１５日（水）・１２月６日（水）
最終発表の準備のため、第６回ワークショップで
頂いた意見を基にスライドのブラッシュアップを
行う。
〇令和５年１２月１３日（水）
第７回ワークショップとして株式会社ウィル・
シードの社員３名の方に対して商品スライドを用
いて最終発表を行う。
〇令和６年１月２４日（水）・１月３０日（火）
糸高志学発表会の発表のためのランディングペー
ジと商品ロゴの作成を行う。
〇令和６年１月３１日（水）
糸高志学発表会を行う。
ランディングページを提示し、各グループの発表を
オンラインで行い、講評を頂いた。

④ Itoshima Global Leader Program(IGL)
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3 本プログラムの交流会

〇令和６年２月８日（木）～１５日（木）
お互いの発表動画を共有し、視聴する。ワーク
シートを使って、お互いの商品の良い点、文化の
興味深い点などをメモする。
〇令和６年２月１６日（金）
オンラインで両校混成グループになり、動画を観
た感想を述べる。また、お互いの文化的特徴や良
さを話し合う。次回発表の計画作成。
〇令和６年２月１６日（金）～３月１０日（日）
Googleクラスルームを使って、グループごとに情
報の共有、意見交換を行う。
〇令和６年３月１１日（月）
糸島高校において対面で実施。
糸島と飯塚の良さを生かした商品を企画して発
表までを１日で行う。両校混成グループで、ブレ
インストーミングから発表までを協力し行う。

【地域創生協働プログラム】

4 作成したランディングページ

〈1班〉

福岡県立糸島高等学校×福岡県立嘉穂東高等学校
今年度１年間、同様のプログラムを実施してき
た嘉穂東高校の生徒と協働で、両地域の強みを
生かした商品開発を企画する。

プログラムの目的
１．お互いの発表を通して糸島市と飯塚市の文化を
　　学び合う
２．海外の多文化視点を取り入れ、自文化を深堀りする
３．福岡県の多様性を深堀りする
４．両校混成グループを作り、飯塚×糸島の新商品
　　を共同で企画する
５．自治体、地元企業、マスメディアに向けて
　　発表する

〈2班〉
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〈3班〉 〈5班〉

〈4班〉

※ランディングページの構成
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（１）について
L-Gateプラットフォームを利用するにあたり、
本校が昨年度から導入しているGoogleクラス
ルームとその機能の大部分が重複していた。
そのため、生徒に利用が浸透しなかった。

（２）について
MEXCBTの数学問題作成にLaTeXが使用され
ている。本校にはLaTeXに慣れた教員が少な
く、問題作成が進まなかった。
また、問題作成においては、基本的には選択
式の問題のみで、不等号（≦，≧）などの記号選
択には別に指示を入れる必要があり、発展問
題や応用問題、記述式の問題などの作成が困
難であった。

（３）について
MEXCBTの問題のアップロードには、最短
３週間程度の時間がかかる。
MEXCBT内の既存の問題には、本校生徒に必
要な教材データも少なかった。
また、問題の配信や採点では、すでに積極的
に使用されているGoogleクラスルーム及び
Googleフォームの方が使いやすいという意
見が多かった。

（４）について
MEXCBTの学習データには実用英語技能検
定試験の過去問題が豊富に入っており、英語
科の授業及び自宅学習での利用が見込まれた
が、解答・解説が付いていなかった。そこで、
生徒の個別学習のために、解答データPDFを
Googleクラスルームで配信した。結果として、
過去の問題と解答解説のPDFをGoogleクラス
ルームで配信した方がよいという判断となっ
た。

　文部科学省が推進する、オンライン上で学
習やアセスメントができる公式CBT（Computer 
Based Testing）のプラットフォームを導入し、アダ
プティブ・ラーニングのさらなる推進を進めると
ともに、MEXCBT利用校が自由に活用できる各教
科問題の提供を行う。

1 本プログラムに係る目的

〇令和５年３月２７日（水）
数学科教科会議にてMEXCBTの説明及び研究内
容についての情報共有
（1）MEXCBTの数学の問題作成研究
（2）MEXCBTの授業における活用
（3）MEXCBTの自宅学習及び個別最適な学習

への応用
〇令和５年４月４日（木）
数学科教科会議にてMEXCBTの数学問題作成の
協力依頼
〇令和５年５月１日（水）
L-Gateへの生徒情報登録完了
〇令和５年５月２日（木）～３１日（金）
MEXCBTの教員向け試験問題の配信実験
〇令和５年５月１７日（金）
L-GateにおけるMEXCBTの使用方法研修会につ
いて数学科及び英語科の教員へ連絡
〇令和５年５月２２日（水）
MEXCBTの使用方法研修会実施
〇令和５年５月２２日（水）～６月４日（火）
２年生対象英語検定対策問題（２級・準２級）を配信
〇令和５年６月～
問題作成研究開始
〇令和５年７月～
本プロジェクトの一時停止

2 本プログラムの活動報告

3 本プログラムの問題点の整理

⑤文部科学省CBTシステム（MEXCBT）の導入

（１）L-Gateプラットフォームの利便性
（２）MEXCBTの数学問題作成言語が一般的では

ない
（３）MEXCBTのアップロードまでにかかるタイ

ムパフォーマンスが低い
（４）実用英語技能検定試験の過去問題利用時の

課題

令和４年度入学生が、２年次に進級する際、
看護・医療系４年制大学に進学することを目
指す生徒を対象に、理系の１つの類型として
「看護・医療系クラス」を新設する。教科等横
断型の学校設定科目「人間健康」を設定し、人
体の構造や医療時事、生命倫理に関する授業、
医療現場見学・体験、看護・医療系従事者に
よる特別授業などを実施することで、看護・
医療系従事者に必要な基礎知識、協働に必要
なコミュニケーション能力及び高い表現力を
身に付けさせる。

1 本プログラムに係る目的

〇令和５年５月２２日（月）
　福岡国際医療福祉大学　事前指導
〇令和５年６月１２日（月）
　福岡国際医療福祉大学　実習
〇令和５年６月１９日（月）
　福岡国際医療福祉大学　事後指導
〇令和５年７月２８日（金）
　ふれあい看護体験（オンライン）への参加
〇令和５年８月２８日（月）
　令和健康科学大学　事前指導
〇令和５年９月１３日（水）
　令和健康科学大学　実習
〇令和５年９月１８日（月）
　令和健康科学大学　事後指導
〇令和５年１０月１２日（木）
　純真学園大学　事前指導
〇令和５年１０月１８日（水）
　純真学園大学　実習
〇令和５年１０月２５日（水）
　純真学園大学　事後指導
〇令和５年１１月１５日（水）
　糸島医師会病院　事前指導
〇令和５年１２月６日（水）
　糸島医師会病院　前半グループ実習
〇令和５年１２月１３日（水）
　糸島医師会病院　後半グループ実習
〇令和６年２月２１日（水）
　糸島市消防署AED講習会　事前指導

〇令和６年３月６日（水）
　糸島市消防署AED講習会　実習①
〇令和６年３月７日（木）
　糸島市消防署AED講習会　実習②
〇令和６年３月１２日（火）
　糸島市消防署AED講習会　実習③
〇令和６年３月１５日（金）
　糸島市消防署AED講習会　事後指導

（１）Googleクラスルームを活用した情報共有
対象生徒：第２学年看護・医療系クラス
Googleクラスルームを用いて連絡事項を配信
した。

（２）Zoomによるオンライン研修
Zoomを用いて、オンラインの研修（事前指導・
事後指導）を実施した。

（３）外部資源を活用した探究活動例
（ア）福岡国際医療福祉大学

大学での学びの内容、医療現場の課題、高
校で必要な学びについて、体験活動（乳幼
児心臓マッサージなど）

（イ）令和健康科学大学
理学療法学科体験（VRを活用した遠隔触
診研究の講義）、作業療法学科体験（脳機
能回復活動）、看護学科（最新シミュレー
ション人形を用いた触診体験）

（ウ）純真学園大学
MRIやCTによる撮影見学、検査科の血液
型判定実習、医療工学科のECMO（体外式
膜型人工肺）の見学、内視鏡や電気メスの
実習

（エ）糸島医師会病院
病院内見学及び講義

（オ）糸島市消防署AED講習会
救命活動実習、AED講習会

（カ）医療法人八木厚生会　八木病院
ふれあい看護体験（オンライン）

2 本プログラムの活動報告

3 糸高プラットフォームを活用した実践例

⑥看護・医療系クラスのカリキュラム
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4 実習活動内容ポスター発表
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　ICTを活用した授業コンテンツの実践及び一
定期間学校で授業を受けることができない生
徒への学力保障を目的とする。

1 本プログラムに係る目的

令和５年４月１日～令和６年３月３１日

2 期間

（１）について
Google for Educationのアプリケーション（ク
ラスルーム、ドキュメント、スプレッドシー
ト、スライド、フォームなど）を利用した授業
は、日常となっている。
特に利用率の高いアプリケーションは、クラ
スルーム、スライド、フォームである。

（例：授業内でGoogleフォームを使った意見集約）

（２）について
　同時双方向型授業は、研究授業や論理コミュ
ニケーションで活用され、まだ通常授業への活
用例は少ない。理由として、同時双方向通信を
する必要性の乏しさとその準備にかかる労力
が大きなハードルとなっていることがあげら
れる。
　しかし、場所と時間の制約を受けない同時双
方向型授業は、距離に関わらず、人と人をつな
ぐ手段として非常に有効である。

（例：Meetを使って久留米高校生徒と英語ディベート）

（３）について
YouTubeなどの動画サイトを活用したり、自
作した動画を活用することは、映像として視
覚的に理解させたり、学習意欲を引き出す手
段として有効である。

（例：自作した動画を活用した授業）

（４）について
昨年度から継続して実施している。
（ア）動画は共有ドライブを介して配信する。
（イ）配信した動画は一定期間経過後に随時削

除する。
（ウ）動画は各教科の各学年代表者が録画した

ものを基本とする。
（エ）この動画の視聴は、履修要件（授業への参

加）には該当しない。

⑦ ICTを活用した授業コンテンツの充実

3 本プログラムの問題点の整理

（１）Google for Educationのアプリケーション
を活用した授業実践

（２）同時双方向型授業の実践
（３）動画を活用した授業の実践
（４）オンデマンド配信の実践
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